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＜病棟連絡事項＞
・エレベーター点検を6/17（金）9：30から行う予定となっています。

＜入院・入室状況＞
【転出】
・道下　ヨシノ様～10:00東Cユニットから南Cユニットへ転出

【入院】
・橋本　芙美子様～12:31東Cユニットへ入院

＜患者様連絡事項＞
・赤坂　順市様～本人より就床前薬服用後より手足のしびれ訴えあることを菅野Drへ報告。本日よりデエビゴ中止の指示あり。

・荒谷　みさほ様～昨日準夜帯で転倒。家族へ連絡した際に胸椎・腰椎圧迫骨折の既往ある為、念のため胸部と腰部もレントゲン撮って欲しいとの希望あり。小柳Drへ左記報告し、頸部・胸部・腰部レントゲン施行指示あり。結果異常所見なし。

・立花　一樹様～菅野Dr指示にて本日16時終日隔離解除となる。

・赤坂　順市様～血糖値低めで経過している為、菅野Drより明日からトレシーバ14単
位、リキスミア18単位へ減量するよう指示あり。また、田中Dr来棟
時に診察してもらうようにとのこと。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中迷惑行為あり早めに開放終了している。入室中は時折声を挙げるが不穏興奮なく経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。食事以外は両下肢、食事中四肢・体幹一時解除して見守る。母に会えなくて寂しいと話しているが衝動行為はない。余暇は静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・村田　邦恵様～バイタルサイン異常無し。嘔気や呼吸苦等不調の訴えも聞かれない。Ba内の尿が顔にかかったと妄想的な発言あるが不穏さはない。Ba内濃縮尿で浮遊物多くみられている。

・立花　一樹様～ホールにて落ち着いて過ごしている。希死念慮や衝動行為無く経過。

＜金Dr診察情報＞
・柳町　信之様～臨時薬同内容で7日分処方。

・東野　恵様～臨時薬同内容で7日分処方

・中村　実様～臨時薬同内容で7日分処方。吸引・鼻腔栄養8日分。6/16　経管
栄養チューブ交換指示。

・沼山　真紀子様～臨時薬同内容で7日分処方。
〇来週まで野菜中心に（炭水化物は強要しない）摂取するよう促され、摂取できない時は間食制限・経管栄養を検討したいと伝えられ納得している。
〇間食は今まで通りで許容する（本人は以前450→現在250～300kcalに抑えていると）。
〇弁護士や精神医療保健センターに電話していろいろ相談したい
→電話を止めないが、伝えたい内容を文章にして整理し、主治医にみせてから行動するよう説明受けている。
〇漢方薬は朝出してほしい→今まで通りIFで。

・三浦　光子様～エンシュアは飲みきり止め、食事中心に栄養補っていく。

＜新入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]日　　時：令和4年6月13日 11:56　
　氏　　名：橋本　芙美子（はしもと　ふみこ）様
　生年月日：昭和20年12月28日　76歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr.（サポート医：菅野Dr.）　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

＜経過＞
　H27年頃から認知機能の低下、被害妄想、嫉妬妄想等の症状が認められ、はちのへ西脳神経クリニックにて頭部MRI検査を施行したが、脳萎縮はないといわれ認知症の診断も受けなかった。しかし徐々に夫に対する嫉妬妄想、暴言、暴力が増悪し、H31年より高齢者支援センター瑞光園が介入を開始する。みちのく記念病院の受診歴もあり入院も勧められるが、夫の強い希望にて治療は開始されず。その後も徐々に症状が悪化し、暴言や暴力等に耐え切れなくなった夫が、本人へ暴力行為に至ることもあった。　
　R2年2月におっとも脳神経リハビリテーションクリニックにてアルツハイマー型認知症との診断にて、メマリーが開始になったが、以後もなかなか症状の改善が図られず、R2年3月26日に当院初診し、精神症状軽減を目的として当院1回目の医療保護入院となる。入院後は。他者とも交流見られ、トラブルもなく過ごされていたが、3月30日に急遽、家族が来院し、退院の強い希望が聞かれる。入院後1週間も経過しておらず治療の途中であるが、夫様より特に強く退院の要求があり、主治医面談・診察後に自宅へと退院となる。　その後はおっとも脳神経クリニックへ通院し、薬物療法を継続していたが、情動不安定さや夜間に単独で外出しようとすること等あり、受診の拒否もみられて
いるとのことで、再度当院での治療を希望されてR4年5月14日に相談あり。治療への拒否も強く、家族への妄想や粗暴行為もあるために通院治療や在宅での介護が困難な様子。退院後は施設への入所を希望されており、症状改善と環境調整のために東病棟Cユニットへ当院2回目の医療保護入院となる。

